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はじめに
• フランス語には多くの変種あり。しかし、⽇本ではフランスで使⽤さ

れるフランス語が規範。そのため、他変種の学習機会は少ない。
• 近年、⽇本からカナダ・ケベック州への留学者が増えている。ケベッ

ク州のフランス語はフランスのフランス語と異なる特徴を多く有する。
• ケベック州に留学したフランス語学習者は、どのようなケベック・フ

ランス語の特徴を習得して発するのか。しかし、学習者が、変種固有
の特徴を習得して使⽤する実態は不明。
• 本研究の⽬的：

ケベック州留学経験者が発するフランス語は、
ケベック・フランス語の特徴を有するか、
また有する場合、どのような特徴があるか、について、
学習者の話し⾔葉コーパスに特徴語分析を⾏い、明らかにする。



先⾏研究①：ケベック・フランス語の独⾃の語彙
• 歴史的経緯：

• 17世紀初頭：フランスがケベックを植⺠地化
• 1763年：パリ条約により、フランス植⺠地からイギリス植⺠地へ
• 1774年：ケベック法により、フランス系住⺠のフランス語使⽤を認める

フランスと交流はなく住⺠間の団結した社会。独⾃の社会・⽂化が発達
• 今⽇：カナダ英語圏や世界のフランス語圏との交流、グローバル社会の影響を受けて

フランス語も独⾃の進化

• 独⾃の語彙
特徴 例
英語からの借⽤語 boss(上司), break(休憩), checker(チェックする)
英語＋フランス語の接尾語 watcher(⾒張る), toaster(パンなどを焼く), maller(郵便を出す)
英語をフランス語に変換した語 chambre de bain(浴室), vente(セール), comiques(コミック)
ケベック⼊植時からの伝統的な語 poudrerie(吹雪), bleuet(ブルーベリー), bûcher(⽊を倒す), 
その他（フランスとは異なる） dépanneur(コンビニ), baccalauréat(学⼠号)

出典：寺家村 (2009), 近藤 (2017)



先⾏研究②：特徴語分析
• 定義：

基準データと⽐べて顕著に⾼頻度⼜は低頻度となっている「過剰・過少使
⽤語」であり、特徴度は統計値を⽤いて量化される(⽯川、2020)
• 意義：

• コーパスが代表する⾔語変種の諸特徴を、具体的で個別的な語のレベルに還元し、
実証的⼿法で分析・検証できるようにする(⽯川、2012)

• 定量的な⼿法を取るため、主観的判断に左右されず（Scott, 2011；Culpeper & 
Demmen, 2015；Gabrielatos, 2018）、研究者が気づかない重要項⽬を明らかにで
きる(Culpeper & Demmen, 2015)

• アプローチ：
• 「コーパス駆動型(corpus-driven)」(⽯川、2012)；
• 「探索型（exploratory）」(Gabrielatos, 2018)；
• 「実証的発⾒型(empirical discovery)」(Stubbs, 2011)；

→特別な仮説を⽴てず、リサーチクエスチョンは⼀般的であり、実証的な⾔語記述を
⾏い、仮説を⽣成することを⽬指す



• タイプ：
①アバウトネス（述べられている概念、トピック、態度）→内容語
②スタイル→機能語

(Scott & Tribble, 2006; Al-Rawi, 2017; Gabrielatos, 2018)

• 意味の分析
• 談話分析において、特徴語は意味を考察して結果を解釈する必要あり(Gabrielatos, 

2018)
• 特徴語は、当該コミュニティの価値観や信念と⼀致する(Bondi, 2011)
• 特徴語は、重要な社会的意味を表す（Stubbs, 2011)

• コンコーダンス分析の必要性
• 意味の単位は、⼀語のみの場合と語連続に依存する場合あり(Al-Rawi, 2017; Rayson

& Potts, 2020)
• 特徴語を意味単位で捉えるため、コンコーダンス分析が必要(Bondi, 2011)

先⾏研究②：特徴語分析



リサーチ・クエスチョン
① ケベック州留学経験者が、フランス語学習者に対して、

特徴的に過剰または過少に使⽤する語は、
ケベック・フランス語に固有の特徴を有するのか

→ケベック社会・⽂化、ケベック・フランス語の影響が、
特徴的に使⽤される語に反映されるかについて検討する。

② ケベック州への留学期間の⻑さにより、
特徴的に過剰または過少に使⽤される語に差異はあるのか

→留学期間が⻑いほど、ケベック社会・⽂化、ケベック・フランス語の影響を
受ける。留学期間が異なる被験者間の語の差異を分析し、差異がある場合、
どのような特徴があるのかを検討する。



調査⽅法
• コーパス：科研で構築したコーパス（学習者間の⾃由会話）
• 被験者：N⼤学４年⽣、フランス語専攻で、ケベック州に留学経験がある３名

• 分析⽅法：
• AntConc3.5.9(Windows)2020を使⽤
• ケベック州留学経験者３名とケベック州に留学経験がない学習者17名の発話を対照

（参照コーパス：N⼤学で収集した全19コーパス）
• 対数尤度⽐統計量（log-likelihood）を基準として特徴語を抽出
• アバウトネスに関する語を取り上げ、当該語の⽤例を検証し、その特性を検討

名前 留学歴 会話 トークン
数

ni モントリオール（１ヶ⽉）
モントリオール（９ヶ⽉）

３会話
（対話者：３会話ともmt)

5328語

at モントリオール（４ヶ⽉）
トゥルーズ（５ヶ⽉）

３会話
（対話者：３会話ともフランス留学経験者)

4637語

mt モントリオール（１ヶ⽉）
エクス・アン・プロバンス（９ヶ⽉）

４会話
（対話者：３会話はmt、１会話はフランス留学経験者)

8575語



結果①：話者ni
• 過剰使⽤語：11語抽出

（アバウトネスに関する語は２語）

• 過少使⽤語：７語抽出
（アバウトネスに関する語なし。
「accord」は「dʼaccord」と使⽤）

順位 語 頻度 特徴度
（対数尤度⽐）

効果量
（オッズ⽐）

９位 faisait 15 +25.55 6.4438

10位 degrés 10 +18.88 7.4405



①「faisait」
の⽤例

・左側について
ー全15例：「il faisait」

・右側について
a)気温：９例 (1, 2, 3, 5, 6, 7, 13, 14, 15）ex) “faisait environ mh trois degrés”
b)天候：６例 (4, 8, 9, 10, 11, 12) ex) “il faisait très euh trop chaud”



②「degrés」
の⽤例

・左側について
ー全10例：「数字＋degrés 」の形式、気温を⽰す

ex) “mh trois degrés”

＊８例は「faisait」と同じ⽤法
→「il faisait+数字＋degrés 」の形式、過去形で気温を⽰す

＊例外：「degrésの２」は「il faisait」の省略、「degrésの５」は「il fait」と現在形 、
「faisaitの15」は「degrés」の省略



結果②：話者at
• 過剰使⽤語：10語抽出

（アバウトネスに関する語は４語
「accord」は「dʼaccord」と使⽤）

• 過少使⽤語：７語抽出
（アバウトネスに関する語なし）

順位 語 頻度 特徴度
（対数尤度⽐）

効果量
（オッズ⽐）

3位 québécois 13 +27.03 8.3426

6位 visiter 11 ＋23.67 8.8207

9位 visité 12 +18.36 5.4987



①
「québécois」

の⽤例

・⽂脈から
a) 「ケベコワ（ケベックの⼈々）」：５例（3, 6, 7, 12, 13）

ex) “les professeurs parlent avec les Québécois.”
b) 「ケベック・フランス語（名詞）」：６例（1, 2, 4, 5, 9, 11）

ex) “je suis habituée un peu hum hum hum oui au québécois”
c) 「ケベック・フランス語の（形容詞）」：２例（8, 10）

ex) “jʼaime bien lʼaccent québécois”



②「visiter」
の⽤例

・左側について
a)「aller + visiter」:８例（1, 2, 3, 5, 7, 9, 10, 11） ex)  “je vais visiter”, “tu vas visiter” 
b)「動詞＋ visiter」:３例（4, 6, 8) ex) “tu peux visiter”、“je veux visiter”、“tu as plan de visiter”

・右側について
a) フランス、フランスの都市：５例（4, 5, 7, 8, 11） ex) “visiter Bordeaux”
b) カナダ・アメリカ：２例（3, 10） ex) “visiter aux Etats-U
c) その他・不明：４例（1, 2, 6, 9） ex) “visiter autres pays



③「 visité 」
の⽤例

・左側について
a)「avoir + visité」:全12例 ex)  “tu as visité”, “jʼai visité”, “tu as déjà visité”, “jʼai pas visité” 

・右側について
a) 「visité ＋ 地名」：４例（6, 7, 8, 9） ex) “visité Paris”, “visité (...) Barcelone”
b) 「visité ＋ un restaurant」：３例（10, 11, 12） ex) “visité un restaurant”, “visité à restaurant”
c) 「visité ＋ beaucoup de」：３例（2, 3, 4） “visité beaucoup de bâtiments”
d) 「visité ＋ ?」 ：２例（1, 5） ex) “... que tu as visité?”, “où tu as visité comme le voyage?”



結果③：話者mt
• 過剰使⽤語：２語抽出

（アバウトネスに関する語２語）

• 過少使⽤語：９語抽出
（アバウトネスに関する語なし）

順位 語 頻度 特徴度
（対数尤度⽐）

効果量
（オッズ⽐）

５位 provence 18 +27.36 6.242

６位 aix 17 +23.8 5.6138



①「provence」
の⽤例

・左側について
a)「Aix-en-Provence」:14例（2, 3, 5, 6, 7, 8, 9, 11, 12, 13, 14, 15, 16, 18）
b)「la Provence」:４例(1, 4, 10, 17)

＊ただし、17は「le Provence」と誤⽤

→a)は都市名（エクス・アン・プロバンス）、b)は地⽅名（プロバンス地⽅）



②「aix」
の⽤例

・左側：「冠詞＋Aix」:12例(1, 2, 3, 5, 6, 8, 9, 10, 11, 12, 16, 17)
ex) “à Aix”, “de Aix”

・右側：「Aix-en-Provence」:14例（2, 3, 4, 5, 6, 7, 8, 9, 10, 11, 12, 13, 14, 15）
「Aix」と結びつきなし：３例(1, 16, 17)
→両者とも、エクス・アン・プロバンスを指す。後者は省略形。



分析

• 分析①（ケベック州に留学経験のない学習者との⽐較）
• ケベック州特有の⽂化に関する語が多い。ケベック州は冬の寒さと夏の暑さのため、気温・天

候に関する話題が多い。また、ケベックの⼈々やケベック・フランス語は、フランスなどフラ
ンス語圏やフランス・フランス語との特殊性から話題にされやすい。

• 分析②（ケベック州での留学期間の⻑さによる⽐較）
• ni：ケベック州で1年弱を過ごし、ケベック特有の気温・天候について話題にする
• at：ケベック州の特徴を客観的に捉える視点あり。ヨーロッパ、北⽶の両⽅を話題にする
• mt：ケベック州に関する語は特徴語として抽出されず

名前 留学歴 過剰に使⽤された特徴語の特性
ni モントリオール（１ヶ⽉）

モントリオール（９ヶ⽉）
「faisait」「degrés」が抽出

→気温・天候に関する語
at モントリオール（４ヶ⽉）

トゥルーズ（５ヶ⽉）
「québécois」

→ケベックの⼈々やケベック・フランス語に関する語
「visiter」「visité」

→地名（フランス、カナダ、アメリカ）、レストランを
訪れることに関する語

mt モントリオール（１ヶ⽉）
エクス・アン・プロバンス（９ヶ⽉）

「Provence」「Aix」
→エクス・アン・プロバンスに関する語



結論
① ケベック州留学経験者の発する特徴語
• ケベック州に留学経験のない学習者と⽐べ、ケベック州特有の⽂化（気温・天

候・⼈々・⾔語）に関する語を特徴的に過剰に使⽤していた
• ケベック・フランス語独⾃の語彙は特徴語として抽出されなかった

② ケベック州への留学期間に応じた、特徴語の差異
• 期間が⻑いほど、ケベック州の⽣活に密着した気温・天候などの語が多い
• 期間が短いと、ケベック州の⽂化に関する語彙もケベック・フランス語の語彙も

特徴語として使⽤されない

• 今後の課題
Øもっと数多くの被験者を含む⼤規模コーパスを分析

ー本研究は、3名を被験者とした⼩規模コーパスを分析したケーススタディ
Ø他のフランス語変種における特徴語と⽂化の関係性
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